
❖
図
版
総
数
四
五
〇
〇
点
余

❖
全
て
の
写
真
を
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
処
理
で
補
正

❖
報
告
書
に
未
収
録
だ
っ
た
写
真
・
拓
本
を
新
た
に

　精
選
し
、
最
新
の
論
考
を
加
え
て
増
補

〈
総
監
修
〉

岡
村
秀
典
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

〈
監

　修
〉

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所

﹇
発
行
﹈
科
学
出
版
社
東
京

　

﹇
発
売
﹈
国
書
刊
行
会

全20巻（全42冊）

雲
岡
石
窟

中
国
を
代
表
す
る
仏
教
遺
跡「
雲
岡
石
窟
」（二
〇
〇
一
年
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
）の

諸
相
を
初
め
て
包
括
的
に
調
査
し
た
、日
本
が
世
界
に
誇
る
不
滅
の
偉
業―

未
公
開
の
図
版
や
最
新
の
論
考
を
ま
と
め
た
待
望
の
新
編
集
版﹇
第
３
期
﹈、

つ
い
に
刊
行
！

―
―

西
暦
五
世
紀
に
お
け
る
中
国
北
部
仏
教
窟
院
の
考
古
学
的
調
査
報
告

第
3
期
刊
行
（
二
〇
一
七
年
八
月
）・
全
3
期
完
結
！



❖
監
修
者
の
こ
と
ば

　中
国
山
西
省
大
同
市
に
所
在
す
る
雲
岡
石
窟
は
、
遊
牧
国
家
の
北
魏
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
巨

石
仏
群
で
あ
る
。
東
西
一
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
高
さ
三
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
断
崖
を
削
り
、
四
六
基

の
主
要
な
石
窟
と
二
五
〇
基
あ
ま
り
の
仏
龕
が
開
か
れ
た
。
仏
像
が
イ
ン
ド
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
を

へ
て
中
国
に
伝
わ
り
、
敦
煌
で
は
塑
像
と
壁
画
か
ら
な
る
小
石
窟
が
開
か
れ
た
が
、
雲
岡
で
は
皇

帝
の
強
大
な
力
を
象
徴
す
る
巨
大
仏
を
石
窟
内
に
彫
刻
し
た
の
で
あ
る
。

　京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
前
身
で
あ
る
東
方
文
化
研
究
所
は
、
日
中
戦
争
の
最
中
、
こ
の

雲
岡
石
窟
を
七
年
間
に
わ
た
っ
て
調
査
し
た
。
そ
の
成
果
報
告
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
が
、
水
野

清
一
・
長
廣
敏
雄
著
『
雲
岡
石
窟
』
全
一
六
巻
三
二
冊
（
一
九
五
一
〜
一
九
五
六
年
）
で
あ
る
。
Ｂ
４

判
、
写
真
は
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
で
、
本
文
と
図
版
各
一
冊
で
一
巻
を
な
し
、
本
文
に
は
英
文
全
訳

が
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
い
い
、
イ
ン
ド
・
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
東
ア
ジ
ア
に
い
た
る

研
究
の
広
が
り
と
い
い
、
世
界
へ
の
発
信
力
と
い
い
、
日
本
の
人
文
科
学
に
お
い
て
、
ま
こ
と
に

空
前
絶
後
の
偉
業
で
あ
っ
た
。

　し
か
し
、『
雲
岡
石
窟
』
は
公
費
刊
行
物
で
印
刷
部
数
も
少
な
か
っ
た
た
め
に
、
刊
行
当
時
ま

だ
国
交
の
な
か
っ
た
中
国
は
も
と
よ
り
、
日
本
で
も
大
学
な
ど
一
部
の
研
究
機
関
に
し
か
設
置
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。

　こ
の
た
び
中
国
の
科
学
出
版
社
か
ら
中
国
語
版
『
雲
岡
石
窟
』
が
出
版
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
、

原
報
告
が
再
び
版
を
重
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
日
中
両
国
の
学
術
界
に
お
い
て
、
き
わ
め
て

大
き
な
慶
事
で
あ
る
。
出
版
に
あ
た
っ
て
は
、
原
報
告
の
体
裁
を
可
能
な
か
ぎ
り
残
し
つ
つ
、
写

真
図
版
に
つ
い
て
は
、
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
て
調
査
当
時
の
ガ
ラ
ス
乾
板
か
ら
製
版
し

た
。
も
と
の
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
を
し
の
ぐ
鮮
明
な
図
版
に
な
っ
た
と
自
負
し
て
い
る
。

　ま
た
、
原
報
告
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
調
査
当
時
の
貴
重
な
写
真
が
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い

る
。
し
か
も
、
原
報
告
の
出
版
か
ら
六
〇
年
あ
ま
り
、
雲
岡
石
窟
を
め
ぐ
っ
て
新
し
い
研
究
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
共
同
研
究
を
進
め
て
い
る
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
と
協
議

し
、
新
た
に
四
巻
九
冊
を
増
補
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
新
編
集
の
『
雲
岡
石
窟
』
が
日
中
学

術
交
流
の
新
し
い
一
頁
を
開
く
こ
と
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授

　岡 

村 

秀 

典



京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
が

 

世
界
に
誇
る
石
窟
寺
院
研
究
の
金
字
塔

京
都
大
学
名
誉
教
授
／
同
人
文
科
学
研
究
所
名
誉
所
員

礪
波
　護

　仏
教
が
イ
ン
ド
か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
へ
て
華
北
に
伝
来

す
る
に
つ
れ
、
各
地
に
石
窟
寺
院
が
造
営
さ
れ
た
。
中
国
の

三
大
石
窟
で
あ
る
敦
煌
・
雲
岡
・
龍
門
の
う
ち
、
隴
山
山
脈

の
西
の
敦
煌
が
〈
塑
像
と
壁
画
〉
か
ら
な
る
石
窟
で
あ
る
の

に
対
し
、
東
の
雲
岡
と
龍
門
は
い
ず
れ
も
〈
石
仏
と
石
彫
〉

か
ら
な
る
石
窟
で
あ
る
。そ
し
て
雲
岡
と
龍
門
は
と
も
に〈
石

仏
と
石
彫
〉
か
ら
な
る
石
窟
で
あ
る
と
は
い
え
、
龍
門
の
岩

石
が
石
灰
岩
で
き
わ
め
て
堅
い
の
に
対
し
、
雲
岡
の
は
掘
削

し
や
す
い
砂
岩
で
あ
っ
た
。

　東
方
文
化
研
究
所
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
東
方
学

研
究
部
の
前
身
）
は
、
一
九
三
八
年
か
ら
四
四
年
ま
で
、
水

野
清
一
を
責
任
者
と
す
る
調
査
団
を
七
次
に
わ
た
っ
て
派
遣

し
た
。
東
洋
史
を
専
攻
し
濱
田
耕
作
の
指
導
下
に
石
窟
研
究

を
始
め
た
水
野
は
、
龍
門
石
窟
調
査
な
ど
の
豊
富
な
経
験
を

踏
ま
え
、
大
規
模
な
調
査
を
敢
行
し
た
。
女
房
役
で
美
術
考

古
の
長
廣
敏
雄
は
四
次
、
写
真
技
師
の
羽
舘
易
は
六
次
に
わ

た
り
参
加
し
た
。
報
告
書
『
雲
岡
石
窟
』
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
中
国
仏
教
史
家
の
塚
本
善
隆
が
大
い
に
貢
献
し
、
編

集
業
務
を
総
括
し
た
の
は
、
座
右
宝
刊
行
会
の
斎
藤
菊
太
郎

で
あ
っ
た
。

　最
初
の
『
雲
岡
石
窟
』
は
、
印
刷
所
が
一
九
四
五
年
三
月

の
東
京
大
空
襲
に
あ
い
、
製
版
中
の
原
稿
と
図
版
は
烏
有
に

帰
し
て
し
ま
っ
た
。
敗
戦
後
に
京
都
大
学
に
合
併
さ
れ
た
研

究
所
か
ら
六
年
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
三
二
巨
冊
は
、
世
界
に

誇
る
偉
大
な
業
績
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
に
同
研
究
所
の
助

手
に
な
っ
た
私
は
、
還
暦
前
後
の
精
力
的
な
水
野
・
長
廣
両

教
授
か
ら
親
し
く
教
え
を
う
け
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
だ

す
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
、
こ
の
た
び
同
研
究
所
の
岡
村
秀
典

教
授
が
総
監
修
す
る
増
補
版
が
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研

究
所
と
の
共
同
監
修
で
、
日
本
語
版
と
中
国
語
版
と
し
て
出

版
さ
れ
る
。
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。

　中
国
に
お
け
る
仏
教
受
容
の

　
　
　様
相
を
顕
著
に
現
わ
す
記
念
碑

　名
古
屋
大
学
名
誉
教
授

宮
治
　昭

　こ
の
た
び
水
野
清
一
・
長
廣
敏
雄
『
雲
岡
石
窟
』
が
日
中

共
同
出
版
と
し
て
、
増
補
復
刊
さ
れ
る
と
い
う
。
喜
ば
し
い

限
り
で
あ
る
。

　雲
岡
石
窟
は
北
魏
仏
教
を
代
表
す
る
壮
大
な
石
窟
で
、

中
国
最
初
の
本
格
的
な
仏
教
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
五
体

の
雄
渾
な
大
仏
を
は
じ
め
、
多
く
の
仏
・
菩
薩
・
天
人
像
、

仏
伝
図
や
本
生
図
、
さ
ら
に
は
シ
ヴ
ァ
・
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
門

神
や
飛
天
、
蓮
華
や
唐
草
な
ど
多
彩
な
モ
チ
ー
フ
が
窟
内

に
整
然
と
表
さ
れ
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
・
中
央
ア
ジ
ア
美
術
の
影

響
が
色
濃
く
窺
わ
れ
る
一
方
、
中
国
的
な
仏
教
受
容
の
様

相
も
顕
著
に
現
れ
て
お
り
、
仏
教
が
中
国
の
大
地
に
根
づ

い
た
こ
と
を
象
徴
す
る
記
念
碑
と
い
え
る
。

　雲
岡
石
窟
は
仏
教
文
化
、
中
国
文
化
を
考
え
る
上
で
そ
の

価
値
は
測
り
知
れ
な
い
。
水
野
・
長
廣
『
雲
岡
石
窟
』
全
一

六
巻
は
、
戦
前
・
戦
中
に
七
年
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
現

地
調
査
の
詳
細
な
成
果
報
告
書
で
あ
り
、
細
部
に
わ
た
る
多

量
の
写
真
の
ほ
か
に
、
実
測
図
面
（
石
窟
構
造
、
大
仏
、
浮

彫
彫
刻
）、
刻
文
、
拓
本
な
ど
を
ほ
ぼ
網
羅
的
に
集
成
し
、
解

説
、
論
考
を
付
し
た
、
ま
さ
に
石
窟
寺
院
の
調
査
報
告
書
の

金
字
塔
で
あ
る
。
刊
行
後
、
半
世
紀
以
上
を
経
て
、
そ
の
価

値
は
減
ず
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
後
の
石
窟
の
損
傷
も
あ
り
、

旧
版
の
価
値
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

　今
回
の
刊
行
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
岡
村
秀

典
教
授
の
総
監
修
の
も
と
、
旧
版
を
復
刊
す
る
だ
け
で
な

く
、
同
研
究
所
に
保
管
さ
れ
た
大
量
の
未
収
録
の
写
真
を

精
選
し
て
四
巻
を
増
補
し
、
日
本
語
版
と
中
国
語
版
と
し

て
出
版
さ
れ
る
と
い
う
。
刊
行
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。

水
野
清
一
・
長
廣
敏
雄
両
先
生
の
謦
咳
に
接
し
た
者
と
し

て
、
深
い
敬
意
と
心
か
ら
の
祝
福
を
表
し
た
い
。

　全
ア
ジ
ア
的
視
野
で
作
品
を
見
る

　
　貴
重
な
手
だ
て
、
画
期
的
な
出
版

和
歌
山
県
立
博
物
館
長
／
京
都
国
立
博
物
館
名
誉
館
員

伊
東
史
朗

　一
九
三
八
年
か
ら
足
か
け
七
年
間
か
け
て
行
わ
れ
た
水

野
清
一
先
生
、
長
廣
敏
雄
先
生
に
よ
る
雲
岡
石
窟
の
調
査

は
、
多
角
的
で
周
到
な
実
測
、
多
量
の
写
真
撮
影
、
お
よ

び
徹
底
し
た
考
察
を
ふ
ま
え
て
、
一
九
五
一
年
か
ら
六
年

間
に
わ
た
っ
て
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
か
ら
、
そ
の

詳
細
な
報
告
書
と
い
う
べ
き『
雲
岡
石
窟
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

世
界
的
に
見
て
そ
の
先
駆
性
、
重
要
性
は
い
わ
ず
も
が
な

で
あ
る
が
、
戦
前
・
戦
中
に
調
査
を
始
め
、
終
戦
後
に
大

部
の
刊
行
を
遂
行
さ
れ
た
と
い
う
事
実
、
わ
け
て
も
そ
う

い
う
政
治
的
・
社
会
的
に
困
難
な
時
期
に
あ
っ
て
も
学
問

的
使
命
を
貫
か
れ
た
両
先
生
の
強
い
こ
こ
ろ
ざ
し
に
、
今

ふ
り
返
っ
て
こ
と
ば
を
失
う
だ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ

れ
を
支
え
た
多
く
の
人
び
と
の
努
力
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
が
、
学
界
、
出
版
界
の
偉
業
で
あ
る
こ
と
に
誰
も
異
を

唱
え
な
い
だ
ろ
う
。

　日
本
彫
刻
史
を
専
攻
す
る
者
に
と
っ
て
、
雲
岡
石
窟
は

遠
く
に
聳
え
る
ま
ば
ゆ
い
存
在
で
あ
る
。
龍
門
石
窟
が
わ

が
飛
鳥
時
代
彫
刻
の
一
源
流
で
あ
る
と
は
よ
く
い
わ
れ
、
実

際
よ
く
似
た
仏
像
に
出
会
う
こ
と
が
あ
る
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
東
の
到
達
点
で
あ
る
雲
岡
石
窟
で
は
よ
く
似
た
仏
像
に

は
遇
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
図
像
的
原
点
が
こ
こ
に
あ

る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
玉
虫
厨
子
の
各
所
に

あ
ら
わ
さ
れ
る
パ
ル
メ
ッ
ト
唐
草
や
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の

飛
天
な
ど
は
、
直
接
的
で
は
な
い
に
せ
よ
一
本
の
線
で
つ
な

が
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　中
国
美
術
史
の
専
門
家
だ
け
で
な
く
、
日
本
美
術
史
を

専
攻
す
る
者
に
と
っ
て
も
、
本
書
は
中
央
ア
ジ
ア
を
含
ん

だ
全
ア
ジ
ア
的
な
観
点
か
ら
、
美
術
の
伝
播
や
そ
の
宗
教

的
意
味
を
考
察
す
る
う
え
で
基
本
的
な
指
針
と
な
る
だ
ろ

う
。

〈推薦者のことば〉※順不同



◆
い
ま
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
保
管
し
て
い
る
雲
岡
石
窟
関
係

の
写
真
原
板
は
一
万
枚
、
拓
本
は
七
〇
〇
枚
を
こ
え
て
い
る
。
新
編

の
四
巻
で
は
、『
雲
岡
石
窟
』
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
写
真
・
拓
本
約

一
二
〇
〇
点
を
厳
選
し
、
す
べ
て
の
石
窟
に
つ
い
て
新
た
に
解
説
を

加
え
る
。
ま
た
、
日
中
両
国
の
研
究
者
に
よ
る
最
新
の
研
究
論
文
を

掲
載
す
る
。

◆
実
測
図
の
一
部
は
一
九
四
五
年
の
敗
戦
時
に
北
京
に
留
置
さ
れ
、『
雲

岡
石
窟
』
刊
行
後
の
一
九
五
七
年
、
中
国
科
学
院
の
郭
沫
若
院
長
よ

り
返
還
さ
れ
た
。
未
報
告
で
あ
っ
た
そ
の
第
一
・
第
二
・
第
四
・
第

四
Ａ・
第
十
六
窟
の
実
測
図
を
初
め
て
公
表
す
る
。

◆
原
報
告
の
刊
行
後
、
雲
岡
石
窟
を
め
ぐ
っ
て
、
日
中
両
国
は
も
と
よ
り

欧
米
に
お
い
て
も
多
く
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
な
か
で
も

北
京
大
学
の
宿
白
教
授
が
、
み
ず
か
ら
発
見
し
た
「
大
金
西
京
武
州
山

重
修
大
石
窟
寺
碑
」
に
も
と
づ
い
て
提
起
し
た
雲
岡
石
窟
の
新
し
い
編

年
は
重
要
で
あ
る
。
い
ま
中
国
で
は
宿
白
説
が
全
面
的
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
一
方
、
日
本
で
は
研
究
者
ご
と
に
学
説
が
分
か
れ
た
ま
ま
、
接
点

す
ら
み
い
だ
せ
な
い
状
態
が
つ
づ
い
て
い
る
。
今
回
、
新
中
国
に
お
け

る
考
古
学
的
調
査
と
一
〇
年
以
上
に
わ
た
る
日
中
共
同
研
究
の
成
果
を

ふ
ま
え
、
新
し
い
編
年
案
を
提
示
す
る
。

第
３
期（
新
編
集
版
）に
つ
い
て

●実測図（第十六窟南壁西部）

●雲岡前中期窟の編年（岡村秀典「雲岡石窟編年論」より）
●（左頁）第二十窟 本尊仏坐像（1923年、澤村專太郎撮影）





◆
第
二
十
一
窟
以
西
の
西
方
諸
洞
や
山
西
省
各
地
の
石
窟
に
つ
い
て

は
、
近
年
の
調
査
で
多
く
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
本
書

の
論
考
で
は
、
そ
う
し
た
最
新
の
調
査
成
果
を
初
め
て
公
表
す
る
。

◆
雲
岡
石
窟
で
は
一
九
二
〇
年
代
末
に
軍
閥
が
美
術
商
と
結
託
し
て
彫

刻
の
一
部
を
盗
鑿
し
、
東
方
文
化
研
究
所
が
一
九
三
八
年
に
調
査
し

た
と
き
に
は
、
す
で
に
頭
部
の
失
わ
れ
た
仏
像
が
少
な
く
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
水
野
清
一
ら
は
仏
像
の
破
壊
前
に
撮
影
さ
れ
た
古

い
写
真
の
収
集
と
日
本
に
流
出
し
た
仏
頭
の
追
跡
に
努
め
た
。
今

回
、
岡
倉
天
心
の
写
真
助
手
で
あ
っ
た
早
崎
稉
吉
が
一
九
〇
九
年
に

撮
影
し
た
ガ
ラ
ス
乾
板
の
写
真
や
、
京
都
帝
国
大
学
教
授
（
美
術
史

学
）
で
あ
っ
た
澤
村
專
太
郎
が
一
九
二
三
年
に
撮
影
し
た
写
真
な
ど

を
公
開
す
る
。
ま
た
、
一
九
二
〇
年
ご
ろ
写
真
家
の
山
本
明
・
岩
田

秀
則
・
田
中
俊
逸
ら
が
撮
影
し
た
写
真
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
本
に
流
出
し
た
仏
頭
の
原
位
置
を
つ
き
と
め
る
。

●第四窟方柱の仏像頭部（水野清一調査資料ほか）

●第一窟南壁東龕 維摩像
   （上）1923 年、澤村專太郎撮影　（下）1944 年

●第二窟東壁南龕
   （上）1923 年、澤村專太郎撮影　（下）1939 年
●（左頁上段）第十一窟西壁上層第 10 龕下 涅槃図（1940 年）
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